
自然災害が起こりやすい国土の我が国では、
一人一人の防災意識を高める必要があります。

近年、局所的な豪雨や台風による風
水害が頻発しており、中国地方では、平
成26年8月広島土砂災害、平成25年7月

山口・島根豪雨災害等各地で甚大な土
砂災害や浸水被害が発生しています。

また、未曾有の大災害となった東日本
大震災、御岳山の噴火、鬼怒川決壊な
ど、大規模な自然災害が全国各地で頻
発しており、改めて防災について考える
契機となっています。

中国地方整備局では、

明らかに雨の降り方が変化していること等を「新たなステージ」と捉えて、
自然災害から命を守るため、学校教育現場における防災教育の支援に係る取組を
強化していくこととしています。

平成26年8月広島土砂災害（広島市安佐南区八木）

国土交通省の持つ防災の情報やノウハウを、
小中学校の授業に役立てていただきたいと考えています。

中国地方整備局では、児童の自助・共助についての意識向上を目的として、国
土交通省が所有する災害についての写真やデータなどを小中学校の授業に提供
し、子ども達に身近な自然災害（風水害）への関心を高めるとともに、実感の伴っ
た防災知識の習得を支援したいと考えています。

＜国土交通省が所有するデータの例＞

・洪水時の写真・映像

・洪水時の雨量・水位データ

・川に設置している監視カメラの画像

・治水対策についての資料

・河川の航空写真

期待できる
学習効果

◎児童に身近な学習素材で、学習への意欲を高めます。

◎実感の伴った防災知識の理解を促します。

中国地方整備局
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